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人と環境を守る、確かな規制へ



本日の内容

• 特定原子力施設と通常の発電用原子炉施設との違いとは？

• 1Fに対する特別の規制／措置を講ずべき事項

• １Fにおける審査・検査の例
• 試験的デブリ取り出し
• 廃スラッジ回収施設設置の審査における耐震評価の例

• 今後議論したいこと
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特定原子力施設と通常の発電用原子炉施設との違いとは？



すでに顕在化しているリスクへの対処が必要

サイト内には、原子炉本体以外にも多様なリスクが分散しており、リスク低減のためには、
基本的にはそれを安定化し、取り除き、長期に維持保管する必要がある。
（汚染水、燃料デブリ、廃棄物等）

トラブル時には、環境や人に影響を及ぼすリスクから計画的に遠ざける必要がある。
ただし、通常の発電所と比較して、大きな影響を及ぼすエネルギー源は存在しない。

潜在的なリスクに対して、設計・運転の各々段階から制御・管理。

仮に重大なトラブルが発生した場合でも、重層的な安全対策により、環境や人に
影響を及ぼすリスクを最小化、また計画的に遠ざけることができる。

○発電用原子炉施設（運転・廃止）

○特定原子力施設（廃止・リスク低減活動中）

特定原子力施設と通常の発電用原子炉施設との違いとは？



1Fに対する特別の規制／措置を講ずべき事項（経緯）

• 東京電力福島第一原子力発電所（1F）は事故が起きた原子力施設であり、特別の規制が必
要であるため、2012年11月に特定原子力施設に指定。

• 特定原子力施設である１Fの事業者である東京電力に対し、「措置を講ずべき事項」を示
し、これを遂行するための「実施計画」の申請を受け、原子力規制委員会は認可を行う。
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〇核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第６４条の２第２項の規定に基づき、特定
原子力施設に指定する福島第一原子力発電所に対し、特定原子力事業者が措置を講ずべき事項として
定めるもの。
〇できる限り速やかな燃料の取り出し完了など、特定原子力施設全体のリスクの低減及び最適化を図
り、敷地内外の安全を図ることを目標とし、その達成のために必要な措置を迅速かつ効率的に講じる
こと、１号炉から４号炉については廃炉に向けたプロセスの安全性の確保、溶融した燃料（燃料デブ
リ）の取出し・保管を含む廃止措置をできるだけ早期に完了すること、５号炉及び６号炉については
冷温停止を安定的に維持・継続することに関して、特定原子力事業者が講ずべき事項を定めるもの
〇燃料デブリの取出しや原子炉格納容器の止水、廃炉など今後の技術開発の進展が必要なものについ
ては、その状況等を踏まえつつ、適切な時期に、実施計画を適切に見直し、変更を行うことを事業者
に求めるとともに、原子力規制委員会からは実施計画の変更を命ずるなど柔軟な対応を行うものとす
る。
〇特定原子力施設全体のリスクの低減や最適化の観点から、中長期的な対処が必要なものについても、
原子力規制委員会として積極的に安全確保のあり方に関与・提言していくものとする。

出典：特定原子力施設への指定に際し東京電力株式会社福島第一原子力発電所に対して
求める措置を講ずべき事項について（平成24年11月7日委員会決定）

1Fに対する特別の規制／措置を講ずべき事項（前文）
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Ⅰ．全体工程及びリスク評価について講ずべき措置
１号炉から４号炉については廃炉に向けたプロセス、燃料デブリの取出し・保管を含む廃止措置の

完了までの全体工程、５号炉及び６号炉については冷温停止の維持・継続の全体工程をそれぞれ明確
にし、各工程・段階の評価を実施し、特定原子力施設全体のリスク低減及び最適化を図ること。
特定原子力施設全体及び各設備のリスク評価を行うに当たっては、敷地外への広域的な環境影響を

含めた評価を行い、リスクの低減及び最適化が敷地内外の安全を図る上で十分なものであること。

Ⅴ．燃料デブリの取出し・廃炉のために措置を講ずべき事項
○燃料デブリなどを含む核燃料物質については、確実に臨界未満に維持し、原子炉格納容器の止水な
どの対策を講じた上で、安全に取り出し、飛散を防止し、適切に遮蔽、冷却及び貯蔵すること。
○作業員及び敷地内外の安全の確保を図りつつ、１号炉から４号炉の廃炉をできる限り速やかにかつ
安全に実現するために適切な措置を講じること。
○上記に加えて、災害の防止等のために必要であると認めるときは、措置を講じること。

出典：特定原子力施設への指定に際し東京電力株式会社福島第一原子力発電所に対して
求める措置を講ずべき事項について（平成24年11月7日委員会決定）

1Fに対する特別の規制／措置を講ずべき事項（抜粋）



東京電力が作成し、
原子力規制委員会の認可を得る

原子力規制委員会が東京電力に提示
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1Fに対する特別の規制／措置を講ずべき事項と実施計画

措置を講ずべき事項
I. 全体工程及びリスク評価について講ずべき措置
II. 設計、設備について措置を講ずべき事項
III. 特定原子力施設の保安のために措置を講ずべき事項
IV. 特定核燃料物質の防護のために措置を講ずべき事項

V. 燃料デブリの取出し・廃炉のために措置を講ずべき
事項

VI. 実施計画を策定するにあたり考慮すべき事項
VII. 実施計画の実施に関する理解促進

VIII.実施計画に係る検査の受検

実施計画
I. 特定原子力施設の全体工程及びリスク評価
II. 特定原子力施設の設計、設備
III. 特定原子力施設の保安
IV.  特定核燃料物質の防護
V. 燃料デブリの取出し・廃炉

VI. 実施計画の実施に関する理解促進

VII. 実施計画に係る検査の受検



１Fにおける審査・検査の例／デブリ試験的取り出し
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第115回特定原子力施設監視・評価検討会資料より
https://www.da.nra.go.jp/view/NRA100007024?contents=NRA100007024-002-011#pdf=NRA100007024-002-011

安全審査のポイント

◎閉じ込め機能
バウンダリの再構築

◎作業員の被ばく線量
を考慮した回収デブリ
の量的な制限

◎使用する期間



１Fにおける審査・検査の例／廃スラッジ回収施設
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第24回特定原子力施設の実施計画の審査等に係る技術会合資料より
https://www.da.nra.go.jp/view/NRA100007837?contents=NRA100007837-002-005#pdf=NRA100007837-002-005

安全審査のポイント

◎閉じ込め機能
バウンダリの再構築

◎作業員の被ばく線量
を考慮した取扱量の
制限や遮へいの考慮

◎使用する期間



１Fにおける審査・検査の例／廃スラッジ回収施設
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第24回特定原子力施設の実施計画の審査等に係る技術会合資料より
https://www.da.nra.go.jp/view/NRA100007837?contents=NRA100007837-002-005#pdf=NRA100007837-002-005



１Fにおける審査・検査の例／廃スラッジ回収施設
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第24回特定原子力施設の実施計画の審査等に係る技術会合資料より
https://www.da.nra.go.jp/view/NRA100007837?contents=NRA100007837-002-005#pdf=NRA100007837-002-005

• 原子力規制委員会としては、１F固有の事情を考慮し、審査の中で、機動的対応を含めた
セットでの対応も許容できる旨の提案をしている。



ここまでのまとめ
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• １Fの規制は、通常の原子力施設とは異なり、事故で顕在化してしまったリ
スクへの対応をするため、措置を講ずべき事項、これに基づく実施計画の検
査等により行っている。

• 措置を講ずべき事項においては、１F全体のリスクの低減及び最適化を図り、
敷地内外の安全を図ることを目標としている。

• これまでの審査の実績においてもいたずらに審査に時間をかけないため、機
動的対応とのセットを含む代替案の提示など、柔軟な対応を行ってきている。

• このような考え方や柔軟な対応については、今後のデブリ取り出しにも当然
適用可能と考えている。



今後議論したいこと
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◎リスクレベル
・閉じ込め
・遮蔽（人、作業員）
→敷地境界影響（年間追加１ｍSv、事故時５ｍSv）とは？

◎対応可能な緊急時の措置
・運用（機動的対応を含む）
・設計（例えば規制庁の耐震フローチャートとの整合）
→緊急時シナリオと起こりうることによる最大リスクとは？

◎取り出しによる廃炉上のリスク低減活動への影響
・外部ハザード（地震、津波等）による作業の中断、中止
・取り出し装置故障、トラブル等による大幅な遅延
・品質管理上のエラー、サプライチェーンの撤退等
→事業継続性を確保するための重要な要素とは？

◎リスクレベル
・閉じ込め
・遮蔽（人、作業員）
→敷地境界影響（年間追加１ｍSv、事故時５ｍSv）とは？

◎対応可能な緊急時の措置
・運用（機動的対応を含む）
・設計（例えば規制庁の耐震フローチャートとの整合）
→緊急時シナリオと起こりうることによる最大リスクとは？

◎取り出しによる廃炉上のリスク低減活動への影響
・外部ハザード（地震、津波等）による作業の中断、中止
・取り出し装置故障、トラブル等による大幅な遅延
・品質管理上のエラー、サプライチェーンの撤退等
→事業継続性を確保するための重要な要素とは？

◎リスクレベル
・閉じ込め
・遮蔽（人、作業員）
→敷地境界影響（年間追加１ｍSv、事故時５ｍSv）とは？

◎対応可能な緊急時の措置
・運用（機動的対応を含む）
・設計（例えば規制庁の耐震フローチャートとの整合）
→緊急時シナリオと起こりうることによる最大リスクとは？

◎取り出しによる廃炉上のリスク低減活動への影響
・外部ハザード（地震、津波等）による作業の中断、中止
・取り出し装置故障、トラブル等による大幅な遅延
・品質管理上のエラー、サプライチェーンの撤退等
→事業継続性を確保するための重要な要素とは？

調査段階 段階的規模の拡大少量取り出し 大規模取り出し 後片付け解体等

◎リスクレベル
・閉じ込め
・遮蔽（人、作業員）
→敷地境界影響（年間追加１ｍSv、事故時５ｍSv）とは？

◎対応可能な緊急時の措置
・運用（機動的対応を含む）
・設計（例えば規制庁の耐震フローチャートとの整合）
→緊急時シナリオと起こりうることによる最大リスクとは？

◎取り出しによる廃炉上のリスク低減活動への影響
・外部ハザード（地震、津波等）による作業の中断、中止
・取り出し装置故障、トラブル等による大幅な遅延
・品質管理上のエラー、サプライチェーンの撤退等
→事業継続性を確保するための重要な要素とは？

◎リスクレベル
・閉じ込め
・遮蔽（人、作業員）
→◎対応可能な緊急時の措置
・運用（機動的対応を含む）
・設計（事故シナリオにおける改善、耐震フローチャート）
→緊急時の最大の影響を与えるシナリオとは？

◎取り出しによる廃炉上のリスク低減活動への影響
・外部ハザード（地震、津波等）による作業の中断、中止
・取り出し装置故障、トラブル等による大幅な遅延
・品質管理上のエラー、サプライチェーンの撤退等
→事業継続性を確保するための重要な要素とは？

選択した工法により変化

安全確保検討アイテム



人と環境を守る、確かな規制へ



ご清聴ありがとうございました！
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